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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
本講座における秋田大学の総合的な診療能力育成のための6年間一貫デジタル教育ハイブリッドプログラムについて説明します。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
　本県では、これからの県内地域医療の維持のために、ニーズが高い総合診療専門医の育成とともに、キャリア転換して多くの地域医療現場を実際に支えている総合力ある各科専門医の必要性も高い現状にあります。その目標を達成するために医師免許の基盤となる卒前教育の中心的コンピテンスである卒業生全員の総合的な診療能力を質保証することが重要であり、本学では、図に示すような1年次医療面接OSCEから始まる6年間一貫した各分野の水平・垂直統合教育を進めて、継続的な改良を行ってきております。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
本講座では、改良が進むカリキュラムの質を学内のみならず県内一体化して向上し、卒前教育の目標である卒業生全員への総合的な診療能力の修得レベルを向上するために、デジタル医学・医療教育推進センターを開設して、講義・演習・実習・評価の各場面におけるデジタル教育を推進する体制構築を進めます。特に、『37症候・病態の臨床推論』や『医療連携』などに関する症例・事例ベースのデジタルコンテンツなど、各分野が水平・垂直統合教育を展開するために活用する総合的な診療能力修得に関する教材を継続的に拡充することを目指しております。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
さらに、学内各分野の指導者のみならず学生教育にご協力いただいている県内の医療機関の各分野の指導者ともネットワークを構築して、総合的な診療能力に関わる部分中心に、デジタルコンテンツを共有していきます。
これにより、県内一体化した総合的な診療能力に関する各分野の教育を向上し、６年間一貫した各分野の水平・垂直統合教育を効果的に推進することを図っていきます。将来的には、卒前教育から卒後臨床研修、さらにシームレスに継続した生涯教育へと次世代に向けて県内一体化した理想的な教育体制構築へとつながることを目標としております。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
先端デジタル医学・医療教育学講座/デジタル医学・医療教育推進センターは、医学教育学講座、総合診療・検査診断学講座、総合診療医センター、さらには総合臨床教育研修センター、あきた医師総合支援センターなど、総合的な診療能力に関する教育を推進する役割を持つ部門とともに、教育の主役である各分野・各医療機関の指導者をサポートして、医学・医療教育を推進します。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
デジタル医学・医療教育推進センターは、学内各分野や、県内、国内・外の関連教育医療機関と連携して、各分野の講義、演習、実習、評価における教育のデジタル化を推進していきます。
　　将来的には、次世代に向けて、入学前の教育から、卒前・卒後教育さらには生涯教育へのシームレスな教育体制構築へとつながることを目標としております。
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